






第Ⅷ因子に関する種々の測定法が近年開発されるにともない、von Willehrand

病の本態が以前よいよかなり明らかとなって来ている。今回自験例 27 例につ

いて分類を試みた。分類方法は第Ⅷ因子関連抗原量(以下Ⅷ AGN)と第Ⅷ因子活

性量(以下Ⅷ AHF)との量的関係で分類した。また、これらの成績とともに自験

例で von Wiiiebrand 因子量(以下Ⅷ VWF)と他の測定成績についても若干の検

討をおこなったのであわせて報告する。


